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論Ⅰ総

的１ 目

や ま○我 々 り を担が 生国 年では 少 た子 進化 、 がが でおん 時代の社 供 健会 子う ち かに

まれ 主 をれ 、地方 業主 々な が、 、 ど 社育 にる 共環 備境 整の 国 公 団 な 、様体、事 会体

れ挙 て ん さげ 取 定り組 で 育 支援い 策 がく 、 次 成た に 平 法め に 対成１５年７ 代月 世 制

共 子 成ま 国 たした や 場。 立 ら な育地 、 関 し方 機 ての公 団 は 行政 と体 か 供 ちの健やか

に こ つ 主 ら 員取 組 のは の職り 当然 の と 、 らむ の と に 自、 業同時 、一 し事 場て かの立

た 健 成 つ て く あり 代 成の の 必 、子 ち 育 に も 要供 次世や 割かな い 役 がを て 育果たし い

や を 」 ら 子支 国 地 特 事援 定 定め対策 方公 の推進 、 業主法では の 員共団体 「 と 自、 職

供たち 健や す 義務 けの (特定事 主行動計 )か 育な 計画 う成のための 業 よ 付画 を策定 る

。たところです

に本 成支 推村 世代 進 基 行で 次 には 法 づく 動計 策、平成１７年に 育 援対策 画 定指針

られ 、中期的に見掲げ 本的 針及び平成２２年に策定された後期計画た基 指 を踏まえ

事 育て で直し、前期計画との整合性を取りつつ、職員が仕 と 立子 の が両 とを図るこ

、 て次世 するき 員 代 成 援るよ ーう 推職 し 育 支 実 進の にニ ズ 即に 対策 つ着を計画的か

こと 。た すめ、 し本行動計 、画を 定策 表公 る とする

２ 計画期間

次 育 平成 時○ 代 ら世 年間成 １７ 度か支援対策推進法は平成 年 の２６年度 １０までの

あ 年限 画立 で ら 成法 はる 計 年度かが、こ のの 、そ 半の前 １７期間である平成 平 ２１

、平成２７年３月３１日までの計画を後期計画とす度ま とで 年の５ 期間間 しを計画

る。

３ 計画の推進体制

① 成 ため 動 画 定 進 を次世代 、育 策 す 員支援 を 計 会対 行 策効 進 委果的 推に る 推・

。設置する

等② 対 す 講習 供次 代世 る育 援 策 す成 対 修 情支 にに る 職関 職 員管理 や 研 提・ 、 報

。を る実施す

提 う 設 該③ 仕 供 口事 立と 窓子 情育て 報の両 相 を行等に いてつ 置 当の 談・ の 及び



相 。談 報 る う・情 適切 施 者提 を 担供等 に 当実 す た を行め 配の の 置

発 よ④ 啓 布 研資料の作 、 施成 の に・グループウェアへの掲載、配 修・講習 実 等

内 る。り、行動計画の 容を周 す知

⑤ 画の 施状 画策定 に本 進計 と 行動計実 年況 て ご ににつ 委員会い 各 度は、 、 ・推

て を踏 て そ や計おい 把 え 、 策握 た ニ 実等 ーをし ズ ま結果や職員の の の後の対 施

。画の見 し を直 る等 図

的 容Ⅱ具体 な内

と１ 職 す員の勤務環 に関 る境 こ

慮(1)妊 び 産娠 に中及 お る出 後 け 配

保 び 健 点か られ つ① 母 度性 護 康及 母 ら設 に性 て管理の観 け いる特 等 制別 暇 の休

い 。て周 図知を る

図 。② を出 る産費 置 つ用 付の給 済等 周知の に て経 的支 措援 い

しを う。③ 娠 直妊 中 見の職 や 全 慮し 分員 業 のの健 務康 安 、に配 担 行

と④ 妊 中 過娠 超 勤の職 し員 希望に 応対 にては、本人の じ、 務・休日勤務を原則

す 。して命 こじない とと る

) も 進( ど2 子 の 得出 促生 の時 るに 休おけ 暇父 の親の 取

及び 取 ５○子 の出 次ど にも 時 る 年 休 得生 お 別休暇 暇 ( えばけ 父 の親の特 を促進 例

る日 度 と 知 図程 )す をる とも 周に

業等 得 や 等(3) を取 し育 備児休 すい環境の整

育 業 知ア 及び児休 部分休業制 周度等の

① する を も育 関 度児休 し 制 の周 る業等 資 を各に 知 配布料 に課 通 ・ 、 知 図 とと

いても周 る。に 取 促 に、 図特 男 職に 進 つ性 の の 得員 等育 休児 業 知を

の 供 。② 行育 等児 取 報休業 得 経 支援手続 つや 済 な的 に て うい 情 提 を

の 明③ 妊娠 職 てを申し 続出 、 児た 別 つ員に対し 育個 に 休業 度 説等 制 ・手 に い

。を行う

④ お の 。研 い 、修 に 制等 て 休 行育 業児 制 等度 度説明を う

育 業 取 した の 援イ 児 を休 得 職 復員 滑の円 な 帰職場 支

。① 報 行育 業 対 期児休 の中の の 誌職 中 達等 等を員に 業 間し 休て、 広 や通 送 う付

② 復 の 場 や育 し児休 復 の 修業 たを取 ために 帰得 職 な員の円滑 職場 帰 、 後 職 研

参 し 。各種 修 える研 に 加 をやすい環境 整

③ 育児休業期間中の職員は、原則、人事異動を行わないなど職員の円滑な職

場復帰について配慮を行う。

※ 以上のことを通じて、育児休業の取得率助成１００％、男性の取得向上を目指



します。

縮減( 過4) 超 の勤務

学 ま をア で 務小 校 達す ど の の深就学始期 も 職 夜に 子 い 員 勤る の る 勤務 過及び超

す を る制 度限 る 図制 知について周

施イ ー斉 退庁 等の実定 日時

喚 と① 時 注意定 子退庁 置 、 ー日 し ル等を設 及び館内放送 電 にメ よる る起を図

。とも 垂 行うに よ 率、 庁 先 範幹 退 の部職 に る員 を定時

職 。② 幹部 る員の巡 に の回指 施を導 退庁 実 図よ 定る 時

合 推進ウ 事務 簡の 素 理化の

を図 。① 各 員 事職 業 務に な務処 率理 画計 を 、効作成させ 的 遂行 る

要 等に い 分② 新 果 必た 事 性に 効行 、等を実 的施する場合には、 、目 つ て十

併 で検討 整の と上実 関係施し 存、 てせ 行 等 止、既 の 事 の を 理 、し 代替 に的 廃

。きるも はの 廃 する止

い 子 。③ 会 、 る議・打合 に 等 活せ つ メ ル、電子掲示板て ー を 用は 極力電 す

等工 超過 務勤 縮減の のための意識啓発

、 の状況○ 人 局 状 特 員事 ごと 況 の当 には び超 勤務課 務室 のの超過勤 及 過 い職多

部 員 減 意 啓 図を の 勤務縮 関 発把 して 、 超過握 幹 に幹 る部職員に し報告 職 す 識 を

。る

他オ その

勤 さ① の超 務 多 健過 職 面 充の い 施 配員に 診対 康する を健 断 に る実 等 実康 おけ 慮

。せる

職 の め 院 針 限② の把 に る各 間 数 定員の１ め年 務超 努過 握 上勤 時間 、人事 指 に等

る目安時 で る３６０間 の にあ 成時 達間 努め

得 促進(5)休暇の の取

進ア 得年次 暇 取休 の の促

① 間の 。職 が の な 行 図員 年 を 定し そ を る年次 設 実 実休 数暇取 日得目標 、 確

幹部会 の 得 る② 議 ら 定 図等 場 おに 署かいて、担当部 、 取期 に の 進を的 休暇 促

に 。とと 、も 職場 を うの意識改革 行

職 計 的な 図 。③ 員 年の を る画 次休 進暇の取得促

次 援④ 安心し るて よ 、 処 互職 が年 き う 事務 に 応員 で休 おい暇の取得が 理 て相

。が るで 制きる体 を整備す

進イ 連続 等の 促休 得の暇 取

・ 、① を ピー ー月 金 休 休と 日 組 合 暇 するを 取得 「み ッわせて ハ年次 マンデ 」

。「ハ ー ー るッ フ 」 進 図ピ デライ の促 を



を図② 子 年次ど 観も 種実 参 日の 施 や授予防 業 お接 に け日 る 休暇の 得取 進促

。る

を図 。③ 国民 促進の と祝 や夏期休 た 休 の日 取暇 あわせ 年次 得暇 る

年 ュ休暇 図る④ 回１ 、 を レ年 利次 １休暇 の用した ッ週間 リ シフ の 得取 促進を

年次 対前年◎ 以上 た のの 取よ 当う 組 、 人な てを 員通じ 職 １ り 休暇の取 を得

増 る度比で５ さ% 加 せ

ど の 得 進ウ を 取 促子 う 別休暇も 看 行の 護 等 たの め 特の

す 希 る○ 子ど 看 暇 の 知 そも 休 と にの る と 取 望護 を周 得等 の特別休暇 も 、 すを

でき 。職 １００ る員 囲 醸に の対 る 成を図して、 %取得 雰 気

成 項２ 次 代 るその他の 世 育 す支 事援対 に策 関

ー(1)子 フ育てバリア リ

者 い 用で① 部 多 い 、 安外 か 児 してら 庁 おの 緒来 の ては 乳 に部署に 幼 と一 心 利

。き 設 努る 備の整備に るめ

よ 接 フ② ど子 なも が く る 親 なを た で連 うれ 応 応人 、気兼ね 来庁 き 等切 対 のソ

。ト面 アフで るのバリ リーの 進取組を推 す

動(2)子 るども て・子 に す 活育 献関 地域貢

子 に関 る 動ア ども・子 す育 活て 地域貢献

ども 関す 職① る ィア活動 に子 育 に す テ 等・子 て の る関 ラ 貢ボ ン 地 動域 活献

。員の積極的な を参加 支 る援す

域 。② の子 る 施 提ども するが 加す 地 設参 や活 に動 敷地 を 供

を交 支援イ ど 故 や子 か る 実も 通事 施ら守 活動の

止 。① 事 防 に い 通 に 実交通 つ を故 て 知 び綱紀粛正 よる呼 すかけ 施 る

車 に 全② 転 対 全 習 の実公 の 、用 運 講 機手 会し 交 安 専通 施 等や 門 関 に 安よる

転 関 修 受 。運 研 るに 支する の す講を 援

て子ど る 備ウ 安 心全で も の安 整し 育てを 環境られ

も で 等の○ ら こ子ど きを安 て全な環 安 れる境で 育心し て とが る うよ 、 民地域住

な る。自 職員主 の 援す的 犯 活防 や活 動動 行 等少年非 防止 へ の積 を支極 な参的 加


